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論 文 要 旨       
 

 

所属ゼミ 林研究会 学籍番号 81230162 氏名 億田 正貴 

（論文題名） 
 
データマイニング手法を用いた従業員満足度測定フレームワーク 

 
 
 
 
（内容の要旨） 
 
従業員満足度の研究は歴史が深く 1920 年から始まっている。日本においても 1935 年に淡路圓次

郎が最初の研究を行っている。実務においては 1955 年に日本労務研究会によって開発されたモラ

ールサーベイが最初となる。従業員満足の基礎理論として引用されるのが動機づけ衛生理論である。

これは従業員の満足度が満足に関する要因と不満足に関する要因に別れるとする考えである。測定

方法としては、個別領域の独立した満足度を図る Job Descriptive Index, Minnesota Satisfaction 
Questionnaire が信頼性・妥当性共に効果を認められている。しかし、実態としては調査会社が従

業員満足の構造をどのように捉えているかで異なるのが現状である。 
分析の手法としては単純集計や属性項目と設問とのクロス集計、ES におけるポートフォリオ分

析といったことが一般的である。パス解析を用いた分析例もあるけれど、モデル構築まで視野にい

れた研究はなされていないのが実態である。 
本研究では従業員満足度の研究を通じて、従業員満足の現象をモデル化し、従業員満足度向上へ

のための方策を生み出すフレームワークを提唱する。提唱するフレームワークとしては、データマ

イニング手法において一般的な手法である CRISP-DM を元にしている。CRISP-DM はビジネスの

状況把握・データの理解・データの準備・モデル作成・評価・展開/共有の順に行っていく。特徴と

しては、単純に順番にフェーズを進めていくのではなく、常に最初に立ち戻ることを想定している。

PDCA サイクルを複数回おこなう過程で、発見を想定している。 
本研究のフレームワークは、データの準備・モデル構築・評価・実行の 4 段階となっている。最終

的な目的はモデル化によって、影響力を算出し、もっとも効果の高いポイントを特定することにあ

る。効果の高いポイントを特定することで、ポイントを絞って従業員満足度向上の策を議論するこ

とが可能となる。 
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